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ll】格子ゲージ理論   
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KSフェルミオンにおけるハドロンの質量に対する演算子依存性を、時間方向に対し   
局所的な考えうる全ての演算子について調べた。これによって、βメソン以外には棲  


















岬）り′中間子の質量   
上記（7）の方法はフレーバ・垂項り′中間子の伝播関数の計算にも威力を発揮する。   
クェンチ近似の範囲で、この方法による計算が行なわれ、実験結果と整合する結果が   
得られた（論文15）。これは、長年の懸案であった、F（1）問題の定量的解決の有力  
な一一歩となるものと考えられる。  





















方法の性質を調べ、フェルミオン数のアノーマリーを正しく計算した（論文2与）。   
【2】2次元重力、共形場の理論   


















調べ 、1点相関関数が周期積分表ホをもつことを指摘した（論文30）。この結果は、  
最近c＝1ストリング理論にも応用され、その有効性が認識されている。また、伊藤は  
菅野（広大理）と共に、N＝2超共形代数の高階スピンによる拡張（N＝2超W代数）に  
－ 3山   
ついてその代数情道について研究し、それを位相的な対称惟として持つ新しいタイプ   




梁は、河合（Kl二K）、山川と共にランダウ・ギンツプルグ型N＝2超対称共形場の理   
論のf，11ipticgenusを調べ、その一般的惟貿を明らかにし、オービフォルド化した   
N＝2模型のellわtirgpmusを求めた（論文：‡‖。この結果は、ミラー対称惟など複素   
多様体の位相構造の解析に応用されている。また、毛利（学振研究員）は（0，2）型の   
N＝2超対称性を持つオービフォルド模型の亡勒）ti亡gPnllSを河合と共に導いた（論文   
3呂）。  
（3）N＝2超対称共形代数   
伊藤は、J．L．Petersen、J．0．h仙dsen〔NI叫と具に、アブイン超リー代数のハミルト   
ニアン縮約を用いて、N＝2超共形代数の非線形的な拡張とその自由場表示の系統的  
な導出を行なった（論文33－36）。その結果分顆された超共形代数は、非対称リーマ  
ン多様体のホロノミ一群の分類と 一致しており、その背後に幾何学的な意味があるも  








【3】物理学基礎論   
（小林庸浩）  
（1）量子群と量子力学   
小林は鈴木沌dinbuTgh大学）と共に、曾一変形された交換関係を持つ量子力学の具   
体例として、離散的な点からなる円上の運動を論じた（論文39）。甘鴨＝1（m＝   








（4）非レプトン崩壊   
小林は、ハドロンの非レプトン崩壊を新Lい観一真から議論L、△J＝1／2則やがen一  
九ancement等を一つの力学的機構から説明した（論文44）。  
u 4 一   
【4】その他   
（沢目哲雄）  
（1）沢田は、ChaT粁¶1（1TlOPOle持さTStel‖の鮎1（1t血相里・、強い結合定数のqEDの牲質と  
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